
災害時外国人支援情報コーディ
ネーター（仮称）制度のスキーム
について
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資料３



外国人支援の既存スキーム（例：熊本地震） 連携・派遣の仕組み

2

熊本県・熊本市

災害対策本部
災害・支援情報の提供

熊本県国際協会

九州地区地域国際化協会連絡協議会幹事

（北九州国際交流協会）

災害対策支援要請（協定）
人員派遣

（協定）

災害対策支援依頼

（協定）
地域国際化協会連絡協議会事務局

（クレア）

災害対策支援要請
（協定）

中・四国ブロック

地域国際化協会連絡協議会

人員派遣（協定）
（各地域ブロック内協会）

５名

熊本市国際交流振興事業団

（運営根拠規定なし）

※団体等からの聞き取り等を基に総務省作成

設置（市）

災害多言語支援センター

熊本市職員 地域国際化協会職員等 多文化共生マネージャー

熊本市国際振興事業団 ５名
九州ブ ロック ２４名
中・四 国ブロック ２名

３１名 ２２名

センターのうち、数名がコーディネーターの役割

多文化共生マネージャー全国協議会
を介して全国から派遣



災害時外国人支援情報コーディネーター（仮称）スキーム案
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都道府県・政令市

災害対策本部
災害・支援情報の提供

都道府県・政令市

地域国際化協会

運営設置

災害多言語支援センター

地域国際化協会職員等 多文化共生マネージャーセンター設置自治体職員

各地域ブロック

地域国際化協会連絡協議会幹事

災害対策支援要請（協定）
人員派遣

（協定）

災害対策支援依頼

（協定） 災害時外国人支援

情報コーディネーター（仮称）

派遣調整主体

災害対策支援要請
（協定）

各地域ブロック

地域国際化協会連絡協議会

人員派遣（協定）
（各地域ブロック内協会）

災害時外国人支援情報コーディネーター（仮称）
※センターのうち、１～数名が役割を担う

※以下は、
大規模災害
時の派遣調
整を想定
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